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ワーカーズ・まちの縁がわ
 楽多舎>:)Ž9?�
><

楽多舎 ( らくだや）は、住宅街の一角にある長年
ACT の W.Co 等を利用されていた方のご自宅でした。
その築 50 年以上の木造戸建の寄贈を受け、地元の建
築家さんに協力してもらい改修しました。壁は W.Co
メンバーが自分たちで塗り、窓のカーテンやソファ
ーカバーは利用者さんが残してくださった着物や浴
衣をリメイクしたものです。木のぬくもりや手づく
りの暖かさを感じる居場所となっています。2012 年
12 月 19 日に W.Co の設立総会を開催し ( 代表／城
戸和子 )、拠点は 2013 年 2 月にオープンしました。

         フューチャーセッション●立場を超えたつながりが未来をつくる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フューチャーセッション●立場を超えたつながりが未来をつくる

※ ACT(NPO 法人アビリティクラブたすけあい )：1992 年、生活クラブ生協・東京のたすけあいをすすめる運
動（共済制度）から発展した意思ある個人の会員による会員組織 ( 会員約 7000 人 )。家事援助・介護・子
育て支援の自立援助サービス、アビリティ共済（少額短期保険事業）、ケアプラン作成（居宅介護支援事業）、
たすけあいワーカーズ相互サポート、公開講座・講師派遣・出版、相談と情報提供、政策提言、まちの居場
所づくりなどの事業・活動を行っている。

楽多舎の事業
○コミュニティカフェ事業
  ランチはワーカーズメンバーが一日シェフでメ ニ 
ューの提案、調理を担当。
  お菓子もそれぞれの手づくりで、シフォンケー キ 
やコーヒーゼリー等。
  ランチやお茶やお菓子を食べながら、お隣の人との 
おしゃべりが弾んでいます。
○貸しスペース（2 階）
　気功・お茶・リコーダーのお稽古、イベントなど
のほか、関連団体の会議、打ち合わせ等に活用され
ています。
○相談サポート事業
　日常の中で困った時の相談対応を行い、関係機関
につないだり、利用者さん同士で解決する場合も。
  その他、ちょっとした手助けをお手伝いする、ほっ
とサービスも行っています。

庭に畑を作り、生ごみをたい肥にし、トマト、し
しとう、キャベツ等を栽培。すくすく育って、
ランチに登場させています。　清水妙子さ
ん ( 事務局 ) は、来てくださる方々とスタッ
フの双方向の交流があり、地域の人と人の
繋がりを感じて楽しいと笑顔でお話しされ
ました。

まちのほっとスペース・ワーカーズまちの縁側

単身者・高齢者世帯の増加や地域における関係性の希薄化が進む中、高齢者に限らず子育て中の
お母さんたちにとっても、困った時も誰に声をかけてよいのかわからず、孤独になってしまう現状
があるのではないでしょうか。地域の人が気軽に集う場（居場所）を意識的につくり、人と人との
コミュニケーションによって困ったことを相談できたり、ちょっとした手助けがほしい人をサポー
トするしくみづくりが広がることで豊かなまちづくりがすすむでしょう。それを生み出す基盤はお
たがいさまのたすけあいであり、W.Co の活動であり、そういう市民社会にこそまちを豊かにする資
源があることを感じられる「ほっとスペースまちの縁がわ」の取組みでした。

（城田喜子、白尾有紀）

楽多舎の菜園

350 円のおにぎりランチ
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地域活動情報

　｢コミュニティ・オプティマム福祉地域協議会大和｣ ( 以
下コミ・オプ大和 )、大和市のローカル・ユニット※ 1 の
名称です。現在、生活クラブのコモンズ、デポー※ 2、さ
がみ生活クラブ生協、WE21 ジャパンや大和市民会議、
子ども子育て応援ネット、W.Co ※ 3 なんてん、W.Co ケア
びーくる、W.Co 森のはらっぱ、W.Co チャイルドケア、
W.Co もこもこ、W.Co 想、企業組合たぶの木の 13 団体
で活動しています。

おおぜいが集って
　1999 年、大和市民会議と地域の W.Co が ｢やまと福
祉 W.Co 連合会｣ として集うようになって今年で 15 年。
そして、ローカル・ユニットの ｢コミ・オプ大和｣ が誕
生して、昨年で 10 年になりました。2 月に設立 10 周年
を記念して｢わいわいフォーラム 2014｣を開催しました。
60 名を超える参加があり、自前の脚本のもと、各団体
が日頃の活動と実力を寸劇で紹介し、喝さいを浴びまし
た。大いに盛り上がり、市内の生活クラブ運動グループ
の交流と互いの活動を知る機会になりました。

「福祉政策提案」を
　｢コミ・オプ大和｣ は、
月に 1 回の定例会の他、
学習会やフォーラムを開
催し、情報交換や共育の
場としています。それら
の活動をもとに毎年、
｢福祉政策提案｣ を市に提出しています。市長と懇談の
時間を持ち、回答は口頭や文書で出してもらっています。
2013 年度も文書による回答を受け、掘り下げたい箇所
について担当課との懇談を持つことができました。担当
課との懇談は行政との距離を縮め、私たちの活動、現状、
市民の視点を行政に伝える良い機会となっています。
　担当課との懇談を毎年続けてきたことにより、大和市
学校給食施設での ｢石けん｣ 洗浄がすすむなど、地道な
提案の成果も出ています。｢コミ・オプ大和｣ のおおぜ
いの ｢参加｣ によって参加型福祉が少しずつですが進ん
でいることを実感しています。( たけうちひろみ )
　　　　　　

※ 1「ローカルユニット」：地域 ( ほぼ行政区単位 ) で活動する生活　　　　　　　　　　　
クラブ運動グループ等が参加型福祉をテーマに活動する自主的な集まり
※ 2「コモンズ」｢デポー｣：生活クラブ生協神奈川の地域組織
※ 3「W.Co」：ワーカーズ・コレクティブの略　　

　13 年度から始まった、さがみ生活クラブ生協の ｢参
加型福祉拠点｣ として位置づける ｢生活リハビリクラブ
※ 4｣ 建設は、建設候補地が相模原市橋本台に決まり、そ
の運営を委託する W.Co も準備会が形成される段階にま
できました。14 年度中のデイサービスオープンに向け
て準備がすすんでいます。
　スタートは ｢そもそも参加型福祉とは何か｣ を理解す
ることからでした。また、自分たちのほしい ｢福祉｣ を
実現するためにどんなものが必要かについて先行事例に
学び、地域を調査する中で、超
少子高齢社会がもたらすであろ
う課題は紛れもなく自分たち自
身の問題であることを明確に捉
えることができました。
のべ 100 人以上の組合員と会って
　しかし、建設の主体となる ｢コモンズ｣ の決定までは
組合員拡大活動との両立が議論になり、主体と決まった
緑さがみはらコモンズでは最後まで、賛否が分かれてい
ました。しかし、いざ建設に取り組むと決めてからは、
のべ 100 人以上の組合員と直接会って ｢どんな拠点にし
たいか｣、｢そこで、一緒に働きませんか｣ という話をす
ることで、自分の事として考える人を確実に増やし、そ
の後につながる土台を作りました。実際に、その人たち
を中心に W.Co 呼びかけ人会を作り、準備会形成へとつ
なげています。
共感してくれる人が必ずいる
　一方で物件探しは難航しました。W.Co メンバーにな
ろうと考えている人やコモンズの組合員が中心となっ
て、エリア内の貸店舗・貸倉庫の張り紙をみては、不動
産会社に電話し、聞いて歩く毎日が続きました。なかな
か条件に合うところはなく、最後はたった一つ残った物
件を候補とするかどうかの議論となりました。全員がも
ろ手を挙げての賛成にはなりませんでしたが、まずはそ
の物件で第一歩踏み出すことを決定しました。
　緑さがみはらの組合員拡大との両立ですが、終わって
みれば 23 人のプラス成果でした。何を解決したいかを
明確にして組合員に参加を募れば、共感してくれる人が
現れ、仲間づくりにもつながることを証明した形になり
ました。しかし、その呼びかけは通り一遍ではなく、自
分たちの気持ちを訴える戸別訪問や電話かけがあったこ
とが重要だったと思います。（さくらいかおる）

※ 4「生活リハビリクラブ」：生活そのものを ｢リハビリ｣ と捉え
る考え方をもって名づけられた生活クラブ生協神奈川が運営するデ
イサービスセンターの名称。現在、川崎 2、横浜 1、葉山 1、茅ヶ
崎 1 の 5 ヶ所。

参加型福祉をすすめながら
「コミ・オプ大和」11 年目へ

コミュニティ・オプティマム福祉地域協議会大和
代表　竹内ひろみ

自分たちが望む参加型福祉拠点として
生活リハビリクラブ建設

さがみ生活クラブ生協
理事長　桜井　薫
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原理を捨象し保険原理に特化させようとしていると見る
ことができる。つまり、社会保険は保険原理を踏襲した
共助であり、社会保障から外したいのが政府の狙いであ
ろう。だからこそ、「公助」には社会保険を含まないと
説明しているのである。
　憲法 25 条は「国民は、健康で文化的な最低限度の生
活を営む権利を有する」とし、2 項ではその実現に国が
責任を持つことを明記している。これが社会保障の基本
原理・原則であることから、この憲法の規定を逸脱する
法律は制定することは出来ないにもかかわらず、社会保
障プログラム法は社会保障から社会保険を外すことで、
国の責任を極限まで縮小しようとしている。それは、国
民の「権利としての社会保障」を否定した前近代的な救
貧制度［エリザベス救貧法・1601 年］に逆戻りさせる
ものであり、社会保障支出を削り、公的負担を減らすこ
とを鮮明にしている。
　社会保障プログラム法は、歴史的に基本的人権の具現
化として成立した「社会保障理念」を崩壊させるもので
あり、加えて憲法 25 条を実質的に機能停止させる「戦
後最大の悪法」といえる。今一度基本的人権とは何かを
考えるべきである。（しばたひであき）

My Issue 視点・論点

　安倍首相の就任以来の発言（表）を見ると、第 185
国会所信表明では「医療、介護保険、公的年金について、
受益と負担の均衡がとれた制度へ、具体的な改革を進め
てまいります」とし、その対象は、あくまでも “ 社会保
険 ” であった。ところが、第 186 国会所信表明では「受
益と負担の均衡がとれた制度へと、社会保障改革を不断
に進めます」となっており、受益と負担を均衡させる対
象が “ 社会保障全体 ” に拡大されている。つまり現行で
は一般租税を財源とする社会福祉分野においても “ 受益
と負担を均衡させる ” 狙いがあり、今以上に自己負担を
増大させる姿勢を示したものと理解できる。
　さて、社会保険の根底には、助け合いあるいは連帯と
いう意図が込められていることはいうまでもない（一般
的に「保険原理」という）が、国民に加入を強制するこ
とから「保険料を支払えない低所得者の存在」を無視す
ることはできない。この点を改善するのが、「保険料・
一部負担金の減免・猶予規定、事業主負担・公費負担」
である。いわゆる「人権原理」の存在である。これは社
会保険（公的保険）であることの証とも言えるし、正に
保険原理を凌ぐ人権原理を充実させることの重要性を示
したものである。ただ政府が、共助＝社会保険（社会保
障プログラム法）としていることは、社会保険から人権

安倍内閣総理大臣就任記者会見（2012 年 12 月 26 日）
　持続可能な社会保障制度の確立も喫緊の課題であります。三党合意に基づきまして、社会保障・税一体改
革を継続してまいります。

安倍内閣総理大臣所信表明演説（第 185 国会 2013 年 10 月 15 日）
　世界に誇る我が国の社会保障制度を、次世代に安定的に引き渡していく。そのためには、財源確保のため
の消費税率引上げと同時に、保険料収入や税収の基盤である「強い経済」を取り戻さねばなりません。こう
した取組の下、中長期の財政健全化目標の実現を目指します。併せて、大胆に改革を進め、持続可能な制度
を構築しなければなりません。少子化対策を充実し、全世代型の社会保障へと転換してまいります。医療、
介護保険、公的年金について、受益と負担の均衡がとれた制度へと、具体的な改革を進めてまいります。高
齢者の皆さんが安心して暮らせる社会を構築します。

安倍内閣総理大臣所信表明演説（第 186 国会 2014 年 1 月 24 日）
　社会保障関係費が初めて 30 兆円を突破しました。少子高齢化の下、受益と負担の均衡がとれた制度へと、
社会保障改革を不断に進めます。ジェネリック医薬品の普及を拡大します。生活習慣病の予防・健康管理な
ども進め、毎年 1 兆円以上増える医療費の適正化を図ってまいります。その上で、消費税率引上げによる税
収は、全額、社会保障の充実・安定化に充てます。世界に冠たる国民皆保険、皆年金をしっかり次世代に引
き渡してまいります。年金財政を安定させ、将来にわたって安心できる年金制度を確立します。所得が低い
世帯の介護保険や国民健康保険などの保険料を軽減します。地域において、お年寄りの皆さんが必要として
いる、在宅での医療・介護サービスなどを充実してまいります。

出典：安倍首相の発言を時系列にまとめた。筆者作成。下線筆者。

( 表 ) 安倍首相の社会保障に関する発言

安倍政権の社会保障改革の本音
立教大学コミュニティ福祉学部　教授　芝田英昭

10 月 7 日 ( 火 )10:00 ～ 12:00　新横浜オルタナティブ館にて芝田先生の講義があります。詳細は８Ｐをご参照ください。
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コース テーマ 内容 対象者 サブタイトル 受講料 日程 時間 講師 会場

K 口腔ケア 安全に食べる方法と
口腔機能向上訓練

介護従事者、
実務経験者

すぐに活かせる！おいしく
食べるために口腔機能を向
上させる。

￥3,000 10 月 23 日 木

13:30
～

16:30

根本由美子氏 ( 歯科衛
生士、栄養士 )

オ ル タ
館５F

L 介護技術 
移動 ･ 移乗

トランスファー･ 安楽
な体位、車への移乗 全 すぐに活かせる！生活援助

技術 ￥3,000 10 月 26 日 日 青木悟氏、鈴木正貴氏、
武田由起子氏 ( 社会福
祉法人いきいき福祉会 )

ラポー
ル藤沢M 介護技術 

着脱 ･ 排泄
排 尿 の メ カ ニ ズ ム
とケアの手法 全 すぐに活かせる！生活援助

技術 ￥3,000 10 月 26 日 日

N 終末期のケ
ア

在 宅 に お け る 終 末
期のケア

介護従事者、
実務経験者

自分らしい最期をむかえら
れるよう援助する。 ￥2,000 10 月 28 日 火 乙坂佳代氏 ( 港北区医師

会訪問看護ステーション )

オルタ
館５F

O ケアマネジメ
ントプロセス

ケアマネジメントプ
ロセスの意義 ･ 目的

ケ ア マ ネ
ジ ャ ー、 管
理 者、 生 活
相談員

専門職間の連携を強める
チームケア～ケアマネジメ
ントプロセスの再点検

￥4,000
《2 回》

11 月 20 日 木 坂本文典氏 ( 社会福祉
法人逗子市社会福祉協
議会 )イ ン テ ー ク か ら 終

結に向けての演習 12 月 19 日 金

P 福祉情報マ
ネジメント

利用者支援に必要な
情報の効率的 ･ 効果
的マネジメントとは

管理者、サー
ビ ス 提 供 責
任 者、 リ ー
ダー

情報をより効率的・効果的
にマネジメントし、サービ
ス の 質 向 上 を め ざ す。 ～
ケース記録、業務日誌の活
用～

￥4,000
《2 回》

11 月 25 日 火 村井祐一氏 ( 田園調布
学園大学人間福祉学部
教授 )個 人 情 報 の 適 切 な

利用と保護、介護記
録の活用＜演習＞

12 月 16 日 火

2014 年度 参加型福祉トップリーダー講座
～非営利・協同セクターのこれから～

日程 テーマ 講師等 会場

9 月 16 日 火 参加型福祉取り組みの歴史
と今日的意義 横田克巳氏

オ ル タ
館５F ま
なびや

10 月 7 日 火 ①日本社会の現状、社会保
障制度改革の概要と課題

芝田英昭氏
( 立教大学 )

10 月 16 日 木 ②非営利 ･ 協同セクターの
現状と課題

小川泰子氏
( いきいき福祉会 )

10 月 24 日 金 ③公共政策と協同組合の役
割～子どもから高齢者

上林得郎氏
( 神奈川県地方自治
研究センター )

オ ル タ
館２F オ
ル タ リ
アン

11 月 4 日 火 コミュニティワークの実践
と市民政策提案活動の意味

生活クラブ運動グ
ループ、NPO 等 オ ル タ

館５F ま
なびや11 月 13 日 木 参加型福祉の地域戦略につ

いて考える
アドバイザー：中
川久美子氏 ( 横浜
市立大学 )

時 間： 1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0 、 1 1 / 1 3 の み 1 3 : 0 0 ～ 1 5 : 0 0
対 象：生活クラブ運動グループのリーダー　定員：20 名　
受講料：5,000 円 ( 会員外は 7,500 円 )
申込み ･ 問合せ：参加型福祉研究センター ( 参加型システム研究所内 ) 

　　　　〒 231-0006 横浜市中区南仲通 4-39 石橋ビル 4 Ｆ 

＜編集後記＞
　「オプティマム」も 2 号目が出せることとなり、感無量。
取材先のご協力と事務局の尽力の賜物とそれぞれに感謝。
　新たな研究センターの特徴を出したいと編集会議ではおお
いにやりあっている。参加型は当事者性である。当事者のオ
ルタナティブ発揮に毎号チャレンジ！（ogi)

回 日程 時間 内容 講師
１ 9 月 13 日 ( 土 )

10:00 ～
15:00
休憩
1 時間

◆人間の尊厳と自立◆社会の理解 荻原満寿美氏 ( いきいき福祉会 )

２ 10 月 4 日 ( 土 ) ◆介護の基本◆介護過程
松沢明彦氏 ( ヒューマンサポート湘
南 )

３ 10 月 18 日 ( 土 ) ◆認知症の理解◆障害の理解

４ 11 月 1 日 ( 土 ) ◆人間関係とコミュニケーション
◆コミュニケーション技法

５ 11 月 15 日 ( 土 ) ◆発達と老化の理解◆心と体のしくみ 夏目克枝氏 ( ラポール藤沢医務室長 )

６ 12 月 6 日 ( 土 ) ◆生活支援技術 鈴木正貴氏 ( いきいき福祉会 )
７ 2 月 14 日 ( 土 ) ま

たは2月20日(金) ◆介護技術 ( 実技実習） 青木悟氏 ( いきいき福祉会 )
鈴木正貴氏

2014 年度介護福祉士受験対策講座ご案内
対　象：2014 年度介護福祉

士国家試験を受験する方
定　員：30 名　
受講料：13,000 円

　　( 会員外 19,500 円 )
会　場：1 ～４・6 回オル　　
タ館、5 回のみパレアナビ　
ル ( どちらも新横浜 )
　　　7 回ウイリング横浜
申込み・問合せ

参加型福祉研究センター
Tel045-222-8720 

●受付中～！

◎受講料表記は会員価格 ( 生活クラブ組合員、W.Co 連合会または W.Co 協会会員 W.Co メンバー、いきいき福祉会職員 ) です。左記以外は 1.5 倍です。

  2014 年度  参加型福祉「まるごと講座」
～人口減少社会、あなたも私もだれもが当事者～

日程 内容 講師等 会場

10 月 21
日　( 火 )
10:00 ～

17:00

オ リ エ ン
テーション 代表

オルタナ
ティブ生
活館 5F
まなびや

W.Co 運動と
参加型福祉 横田克巳氏

休憩
フ ィ ー ル
ドワーク

W.Co、
NPO, 社福等

11 月 14
日 ( 金 )
10:00 ～

15:00

④私たちの生
活と社会保障

中 島 修 氏
( 文 京 学 院
大学准教授 )

休憩

⑤コミオプ福
祉 の 今日的
意味と役割

小川泰子氏
( いきいき福
祉会 )

12 月 10
日 ( 水 )　
14:00 ～

17:00

レポート

コミュニ
ティワーク
の実践

W.Co、NPO ,
生 活 ク ラ ブ、
W.Co 連合会、
W.Co 協会

意見交換

対象：ワーカーズ・
コレクティブの次
期リーダー等 20 名
受講料：5,000 円
( 会員外は 7,500 円 )
申込・問合せ：
参加型福祉研究セ
ン タ ー ( 参 加 型 シ
ステム研究所内 )
〒 231-0006 横 浜
市中区南仲通 4-39
石橋ビル 4 Ｆ 
Tel045-222-8720 
Fax045-222-8721

①～⑤の講座は公開講座です。どなたでも受講できます。１講座１，０００円 ( 会員外は 2,000 円 ) 申込みは参加型福祉研究センターへ。


